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Abstract
　This paper aims to report the introduction of the new on-line answer sheet to college English classes for TOEIC. 
The on-line answer sheet for TOEIC drills made on Google form, of which URL I have uploaded on my Moodle 
course, enables the teachers to understand the correct or wrong answer rate of each question and student. The results 
of the analysis by Google form provide us with the basic statistical information, questions of low rate correctness, 
the date and time the student entered the answers, and all students’ answers on the spreadsheet. These functions may 
help teachers solve the persistent problem that they cannot grasp every student’s level of understanding and English 
skills in class, and discern what to focus on and instruct for the students.  
1. 大学における TOEIC 向け授業
　就職活動において重要視されているビジネス英語テスト TOEIC の対策として、日本の
大学では英語の正課授業のなかで TOEIC を学生に学習させる取り組みが広がっている。






評価 50 点、授業終了後に 1 年生が一斉に受験する TOEIC-IP のスコアの換算値が 50 点と
なっている。
　筆者が所属する国際コミュニケーション学部英語学科のクラスでは、1 年間に TOEIC
スコア 100 点アップを目標に授業を行っている。学科の特徴として、学生は TOEIC のス
コアに敏感で、比較的に高いモーチベーションを持って早くから自主学習をしている学生
もいる一方で、TOEIC の問題、特にリーディングの問題に太刀打ちできず、問題が難し





　筆者は、担当する TOEIC I のクラスで、上級向けテキストであるSuccessful Keys for 






































説するようにした。これができるような仕組みを Google form を利用して考案した。その
試みを次章以降で具体的に紹介する。
3. Google　Form を使った解答用紙作成と授業での利用方法 
3.1　Google　Formの解答用紙と分析結果
　グーグルが提供している無料のクラウドサービスで、アンケートや質問フォームが簡単
に作成でき、しかも自動で結果を分析してくれるのが Google form である。グーグルにア
カウントがあれば誰でも無料で利用できる。筆者はこのサービスを利用して、図 1 の通り
の解答用紙を作成した。分析結果は「概要」モードでは図 2a, b, c の通りに出力される。
　図 1 は、このテキストの読解問題用の解答用紙である。1 回につき 17 問あるいは 18 問
































































　総受講生は 35 人であるが、回答は 34~35 人から得た。正答率が 50% 以下となり「誤答
の多い質問」として挙げられた問題を見てみよう。










（1） The advertising agency ____ a sales promotion for the new product in the last 
quarter.
A. will plan　　（29.4）　 　B. is planned （11.8）　　C. plans （14.7）　　D8 . planned （44.1）
上の（1）では波線部が解答の手掛かりとなるが、new につられて未来のことだと勘違い
する受講者もいた。実際には「この前の 4 半期」で、過去の出来事であるから D の過去
形でなくてはならない。
（2） The data from the laboratory experiment ____ currently being analyzed.
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 A8 . is （28.6）　　B. has 　（42.9）　 　C. be （8.6）　　D. have been （20.0）
ここでは being を been と勘違いして完了形を選んだ学生が多かった。この文では「受動
態の進行形」となり、is が正解であるが、正解率は極めて低く 30% を下回っている。
（3） Our company is not ____ any job applications at the moment.
A. accepted 　（42.9）　 　B. accepts （8.8）　　C8 . accepting （29.4）　　D. acceptance （5.9）
　同様に（3）では「現在のところ受け付けていない」という意味であるから、進行形 C. が
正解となる。しかし受講者の半数以上が is につられて受動態になる過去分詞 A. を誤って
選んでいる。受動態にすると、下線部以降の残りの名詞句が目的語とならず不自然である
ことに気付いてほしいものである。次の（4）と（5）は一致に関する問題である。
（4） . . . An extensive review of our company employees’ airline ticket purchases ____ 
recently performed . . . 






（5） . . . Make sure that you follow the warnings indicated on the unit ____ as well as 
the safety suggestions listed below . . . 
A. it （5.9）　　B. its （23.5）　　C8 . itself （47.1）　　D. themselves 　（23.5）　
　次に、句と節の見極めを誤った例（6）を見てみよう。
 
（6） Please be aware ____ the airlines weigh baggage and will not allow passengers with 
excess weight to board.
A. which （14.3）　　B. for （2.9）　　C. of  　（82.9）　 　D8 . that （11.4）
　この文は「~ をご承知おきください」という意味の命令文である。受講生は be aware 
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of を熟語として知っているが、これは後には句を選択し、節が後続した場合には of では
なく that を選択するという認識が極めて低いことがわかる。
　次に品詞の選択の誤りを見てみよう。
（7） The company has invented new speakers that ____ increase the sound quality.









ることが奨励される（be encouraged to~）」、（9）「~ の際には （in the event of~）」、（10）
「（税関で）申告する（declare）」であり、これらの英語の語句を知っていないと正解が得
られない。
（8） . . . Employees are ____ to purchase airline tickets immediately upon notification of 
travel requirements. 
A. prohibited （8.8）　B. attributed （14.7）　C8 . encouraged （35.3）　D. allowed 　（41.2）　
（9） ___ the event of divorce, you can each keep any property you owned before the 
marriage.
A. On 　（32.4）　 　B. At （20.6）　　C8 . In （47.1）　　D. of （0）
（10） Passengers must ____ all goods to customs upon arrival.
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（cordially （invite））」「（法などを）遵守する（comply with）」という英語表現を問うもの
である。
（11） Maintaining very high customer ____ levels in any fast-growing enterprise is 
challenging.
 A8. satisfaction （41.2）　B. satisfactory （11.8）　C. satisfying （11.8）　D. satisfactory 　（32.4）　
（12） You and your colleagues are ____ invited to attend the workshop on April 22.
A. impossibly （2.9）　B. immediately 　（38.2）　 C8. cordially （35.3）　D. completely （23.5）
（13） . . . We thank you for helping us do our part to ____ with city regulations.




て」の意味を表す prior to （20.6） が正答の問題では、due to （58.8）、enough to （11.8）、
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分で解くことが原則ではあるものの、実質的には何分でも費やせた。解答時間を守らせる
ためには授業中に問題を解いて回答を入力してもらう必要があるだろう。今後は、授業中
に受講生が問題を解いた後に、学内 wifi を使用して携帯電話で回答を入力してもらい、教
員は教室にパソコンを持ち込み、即座に結果分析を見ながら授業で解説するという方法を
試してみたい。回答入力時間はどの程度なのかが懸念されるが、長時間かかれば答え合わ
せと解説の時間が短縮されてしまうので、手際良くできるように準備を進めていきたい。
